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イケチョウガイによる水質浄化に関する研究イケチョウガイによる水質浄化に関する研究



【【はじめにはじめに】】

干干 拓拓調調整整池池のの概概要要

１．調整池の機能

造成農地の灌漑用水造成農地の灌漑用水

防災機能防災機能

高潮被害防止高潮被害防止

湛水被害の軽減湛水被害の軽減

２．調整池の緒元２．調整池の緒元

流域面積流域面積 ：： 249Km2249Km2

調整池面積調整池面積 ：： 2,600ha2,600ha

調整池有効貯水量調整池有効貯水量 ：： 7,9007,900万万m3m3

水深水深 ：： 平均平均1.4m1.4m，最大，最大3.0m3.0m

潮受堤防潮受堤防 ：： 7,050m7,050m

内部堤防内部堤防 ：： 11,070m11,070m
「諫早湾干拓調整池水辺環境の保全と創造のための行動計画」「諫早湾干拓調整池水辺環境の保全と創造のための行動計画」 平成平成1616年年1212月より抜粋月より抜粋



（４つの基本的な方向）（４つの基本的な方向）

１．陸域から流入する水質汚濁負荷削減対策の推進１．陸域から流入する水質汚濁負荷削減対策の推進

２．自然の浄化能力等を活用した水質浄化対策の推進２．自然の浄化能力等を活用した水質浄化対策の推進

３．自然豊かな水辺空間づくりの推進３．自然豊かな水辺空間づくりの推進

４．住民参加による環境保全対策の推進４．住民参加による環境保全対策の推進

【【研究の位置づけ研究の位置づけ】】

「諫早湾干拓調整池水辺環境の保全と創造の「諫早湾干拓調整池水辺環境の保全と創造の

ための行動計画」ための行動計画」 （平成（平成1616年年1212月策定）月策定）

（水質浄化能力のある動植物活用）（水質浄化能力のある動植物活用）

淡水真珠を生成し、大型二枚貝で淡水真珠を生成し、大型二枚貝で

あるイケチョウガイによる水質浄化あるイケチョウガイによる水質浄化

の可能性の検証の可能性の検証

将来的な可能性将来的な可能性



調整池の水質保全目標値調整池の水質保全目標値

CODCOD（化学的酸素要求量）（化学的酸素要求量） ５５mg/lmg/l
TT--NN（全窒素）（全窒素） １１mg/lmg/l
TT--PP（全リン）（全リン） ０．１０．１mg/lmg/l

「第２期水質保全計画」平成「第２期水質保全計画」平成1515年年33月策定月策定

【【 調整池の現況ー１調整池の現況ー１ 】】

陸域からの水質汚濁負荷削減対策陸域からの水質汚濁負荷削減対策

水質保全目標値水質保全目標値
（現状、未達成）（現状、未達成）

（主な原因の一つ）（主な原因の一つ）

水深が浅いため、風により底泥や浮泥の水深が浅いため、風により底泥や浮泥の

巻き上がり起こり水が濁る巻き上がり起こり水が濁る



塩化物イオン濃度の推移（調整池）
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【【 調整池の現況ー２調整池の現況ー２ 】】

九州農政局諫早湾干拓事務所データ

B 1

B 2
S 11

P 1

P 2

・ 淡水としては、やや高め （渇水期 ： 700～800mg/l まで上昇）

・年間変動が大きい

・P1地点（本明川河口域）は他地点より低めに推移



【【研究のねらい研究のねらい】】

濾過食濾過食

濾過された濾過された
綺麗な水綺麗な水

植物性ﾌﾟ植物性ﾌﾟ
ﾗﾝｸﾄﾝﾗﾝｸﾄﾝ

浮泥浮泥

イケチョウガイイケチョウガイ

貝にとって不要な物
は粘液物質に固めら
れ擬糞として排泄

擬糞にも巻き上がり
防止を期待！

浮泥の減少効果

水質の改善，透視度の向上

良好な生態系の形成に期待



【【研究の概要研究の概要】】



【【 研究の内容（平成１８年度）研究の内容（平成１８年度） 】】

１）１） 成長生残試験成長生残試験

飼育飼育1010地点の成長量（殻長，殻高，重量）と生残数の測定地点の成長量（殻長，殻高，重量）と生残数の測定 （（月１回月１回））

４）４） 底質調査底質調査

飼育域直下の底質項目の測定飼育域直下の底質項目の測定 （（44半期ごと、年半期ごと、年44回）回）

２）２） 飼育環境調査飼育環境調査

飼育飼育1010地点の一般項目（地点の一般項目（pH,DO,ClpH,DO,Clｲｵﾝ等），栄養塩類項目及びﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝのｲｵﾝ等），栄養塩類項目及びﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの

調査調査 （（月１回月１回））

３）３） 飼育環境の長期継続調査飼育環境の長期継続調査

測器による測定（水温，塩化物ｲｵﾝ，測器による測定（水温，塩化物ｲｵﾝ，DODO）） （（44半期ごと、年半期ごと、年44回回））

５）５） 淡水真珠生成可能性試験淡水真珠生成可能性試験

けし（無核）真珠生成を試みる。けし（無核）真珠生成を試みる。 施術後は良好な飼育地点で飼育施術後は良好な飼育地点で飼育

主テーマ主テーマ ：： 調整池内における飼育適地の選定調整池内における飼育適地の選定



【【成長生残試験結果成長生残試験結果】】

貝の成長 （殻長）の推移
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貝 の成長 （重量 ）の推移
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生残数 K1 K2 K3 K4 K4再 Sn P2 St.1 St.2 St.3 Si

４月 10 10 10 10 10 10 10 10 10
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６月 8 9 10 3 10 8 6 9 9 7
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８月 8 8 7 3 6 7 6 9 8 7 10
９月 8 8 7 2 5 7 6 9 8 6 9
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１２月 8 8 7 2 5 7 4 9 8 6 7
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２月

３月

貝 の 生 残 数 の 推 移
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【【貝の成長と水深の関係貝の成長と水深の関係】】

平 均 水 深

平 均 水 深 1

殻 長 成 長 率 0 .5 3

殻 高 成 長 率 0 .5 2

重 量 成 長 率 0 .3 8

生 残 率 0 .6 1

成長率・生残率の水深との相関関係成長率・生残率の水深との相関関係

有意な成長が認め
られた地点（ 　）
（K1～K3，St.1）
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水深と日成長率（殻長・殻高）の推移
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【【貝の成長状況貝の成長状況】】

H18.9.12  H18.9.12  St.1St.1地点地点 H18.9.12  H18.9.12  P2P2地点地点H18.9.12  H18.9.12  St.2St.2地点地点

H18.9.20H18.9.20 SnSn地点地点 H18.9.20H18.9.20 K2K2地点地点

有意な成長が認め
られた地点（ 　）
（K1～K3，St.1）

イケチョウ貝飼育地点St.2

St.3
P2

K4

Sn

Si

St.1

K3 K2

K1

著しく貝の疲
弊が認められ
た地点（　 ）
（K4，Sn，Si）



【【 平成１９年度平成１９年度 研究予定内容研究予定内容 】】

主テーマ主テーマ ：： 飼育適地における集中飼育の可能性検証飼育適地における集中飼育の可能性検証

〔〔 集中飼育域での調査集中飼育域での調査 〕〕

・・成長生残試験成長生残試験（（月１回月１回）） ・・ 飼育環境調査（月１回）飼育環境調査（月１回）

・・飼育環境の長期継続調査（飼育環境の長期継続調査（44半期ごと、年半期ごと、年44回）回）

・・底質調査（底質調査（44半期ごと、年半期ごと、年44回）回） ・・淡水真珠生成可能性試験淡水真珠生成可能性試験

〔〔 調整池周辺の水辺環境での飼育調整池周辺の水辺環境での飼育 〕〕

行動計画にある、「自然豊かな水辺空間づくりの推進」や「住民参加による環行動計画にある、「自然豊かな水辺空間づくりの推進」や「住民参加による環
境保全対策の推進」の観点から調整池周辺の水辺環境での飼育の可能性を探境保全対策の推進」の観点から調整池周辺の水辺環境での飼育の可能性を探
る。る。

〔〔 室内実験による貝の機能検証試験室内実験による貝の機能検証試験 〕〕

・・濾過能検証試験濾過能検証試験


